
はじめに

2011年 10月 31日、世界の人口が 70億人に達
したというニュースが飛び込んできた。潘基文
（パン・ギムン）国連事務総長が国連本部で正式
に発表をし、人口増加に伴う諸問題にも向き合わ
なければならない、と述べていたことが印象的で
ある（UN News 2011）。私がこの世に生まれたの
は 1988年、その頃の人口は約 50億人、そして 23

歳になった現在、70億人にまで達したというの
だから、約 20年の間に 20億人もの人が増えたこ
とになる（UNFPA 2011 : 2−3）。なんとも驚くべ
き数字である。しかし、全ての国の人口が一貫し
て増えているわけではない。日本やドイツは減少
傾向にあるし、西欧諸国のいわゆる先進国とよば
れる国々では増加しているものの、微々たるもの
である。国連事務局経済社会局（UN Department

of Economic and Social Affairs : UNDESA）の 2011

年の調査によると、人口が増加している国々の約
97％は発展途上国とよばれる地域に集中してい
る。また、世界の人口の約 60％はアジアに、約
15％はアフリカに集中している。しかし、アジ
アの年間の人口増加率は約 1％であるのに対し、
アフリカでは 2.3％ の割合で増加しているとい
う。それでも、アフリカ全体の女性 1人あたりの
出生率は減少しているが、そのなかで依然として
高い出生率にある地域が、南アフリカ共和国を除
くサハラ砂漠以南のアフリカ諸国（Sub-Saharan

Africa）である（UNDESA 2011）。ロンドン大学
公衆衛生学熱帯医学大学院（London School of Hy-

giene and Tropical Medicine）医療人口統計学者の
ジョン・クレランドは、サハラ以南のアフリカ
は、今後 40年間の人口増加が 2倍、3倍と進む
唯一の地域となる、と想定している（UNFPA

2011 : 5）。では、そのサハラ砂漠以南のアフリ
カとはどのような地域なのだろうか。文字通り、
アフリカ北部の世界最大の砂漠であるサハラより
南に位置する国々のことを指すのだが、人口増加
以外にも共通した特色がある。それは、開発後進
地域であるということ、そしてキリスト教が盛ん
であるということである。
国連開発計画（UN Development Programme :

UNDP）人間開発報告書 2011をみると、人間開
発指数（Human Development Index : HDI）ラン
クの低位国にはサハラ砂漠以南アフリカの国々が
ずらりと並んでいる。地域別にみても、この地域
の人間開発指数は圧倒的に低いことから、この地
域でいかに人間開発が遅れているか、ということ
が分かる1）。次に、キリスト教徒の増加である。
世界キリスト教百科事典（World Christian Encyclo-

pedia）の統計によると、アフリカ全体のキリス
ト教人口は、年間約 840万人（1日に約 2万 3000

人）増えている（Barrett et al 2001 : 5）。その中
でも著しく増加している宗派がペンテコステ派キ
リスト教徒数である（ibid. : 13）。日本ではあま
り聞き慣れない宗派かと思うが、私自身も 2010

年にアフリカ大陸を訪れるまでは、この宗派につ
いて聞いたことがなかった。私がペンテコステ派
キリスト教に出会った場所はケニア・首都ナイロ
ビ近郊で、児童養護施設の援助活動をしているケ
ニア人女性の家に 1週間程滞在させてもらったと
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サハラ砂漠以南アフリカのキリスト教
──ペンテコステ派の興隆──
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─────────────────────────────────────────────────────
１）人間開発指数は、健康（長寿）・教育・生活水準を調査したうえでの結果であるため、必ずしも経済的に発展し
ていないことのみを示すわけではない。
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きのことである。到着した翌日だっただろうか、
ちょっとした集まりがナイロビ市内であるから来
ないか、と彼女に誘われ、賑やかなダンスホール
のようなところに付いて行った。平日の昼間に、
大音量でテンポの良い音楽が流れ、大勢の人々が
音楽に合わせて踊り歌っており、クラブにやって
きたような気分でわくわくしていた。しばらくす
ると、洒落たスーツに身を包んだ男性が、マイク
と聖書を持ってステージに上がってきた。彼が壇
上に立つと会場の人々の高揚感は更に増し、聴衆
は一斉に祈りのような言葉を唱え始めた。ステー
ジに上がった男性は、英語とスワヒリ語を交えな
がら聖書を読み叫び、それはもう力強く説教を始
めたのである。そのとき初めて、これはカルト集
団に違いない、危ないところに来てしまった、と
冷や汗をかいたことを覚えている。周囲を見渡す
と、床に俯せて泣いている人や、体を震わせて祈
りの言葉を叫んでいる人などが大勢おり、私自身
もあまりに衝撃的な光景に失神してしまいそうに
なった。集会後、彼女に一体今の儀式は何だった
のか、何の宗教を信仰しているのか、と恐る恐る
尋ねたところ「プロテスタントよ」という答えが
返ってきた。そう、彼らはキリスト教徒だったの
である。彼女は自らをプロテスタントだと称して
いたが、後に、現在サハラ砂漠以南のアフリカで
急増している「ペンテコステ派」集団であるとい
うことが分かった。
この儀式への参加はあまりに強烈な体験だった
ため、どこか彼らを受け入れられずにいた。しか
し同時に、力強いパワーを持つペンテコスタリズ
ムに、何かアフリカを変える力があるのではない
か、とも考えるようになった。先述したジョン・
クレランドは、急速な人口増加によって、貧困や
飢餓からの脱却は更に困難になっていると述べて
いる（UNFPA 2011 : 5）。また、コロンビア大学
の人口・家庭保健学部教授のスティーヴン・シン
ディングは、急速な人口増加は、貧しい国々に多
くの難題を課しており、インフラの整備、保健や
教育の基本的サービス、そして急増する若者に雇
用の機会を与えることができないだけでなく、気
候変動への適応もできていない、と述べている
（ibid. : 5−6）。人口が急増し、貧困が蔓延し、開
発も停滞しているサハラ以南のアフリカ、なぜそ

こでペンテコステ派キリスト教は凄まじい勢いで
広がっているのだろうか、そしてこの地域に何を
もたらすのだろうか。何も変えずに現状を維持し
続けるのか、それとも貧困からの脱却、彼らがし
きりに強調する「成功」や「繁栄」をもたらすの
だろうか。本稿では、ペンテコステ派キリスト教
の特徴や、興隆する要因を述べたうえで、サハラ
砂漠以南アフリカ地域での現状や役割、今後を探
っていきたい。

※本稿で扱うアフリカ地域は、主にサハラ砂漠以南
アフリカ地域のことを指すので、以後「アフリカ」
と略す。
※私がナイロビで参加した集会は、「ペンテコステ
派」キリスト教であったが、その他にもアフリカ
（特にサハラ以南）では、新しいタイプの教会が
続々と増加している。サハラ以南アフリカのキリ
スト教系新興宗教に関する資料には、古典的ペン
テコステ派教会と新たなタイプのペンテコステ派
教会を包括して書かれたものが多い。もちろん、
それら全ての教会が同質であるというわけではな
いが、霊的存在を重視する儀式の特徴の類似性な
どより、本稿ではペンテコステ派キリスト教と称
している。

1．近代化を促すペンテコステ派キリスト教

1−1．宗教の復活
1960年代から 1970年代にかけて、欧米を中心
に世俗化論が盛んに論じられるようになった。代
表的な世俗化論者である宗教社会学者ブライアン
・ウィルソンは、世俗化を、近代化の進展に伴い
「宗教的な諸制度や行為および宗教的意識が、社
会的意義を喪失する過程」（Wilson 2002 : 170）
と見なした。すなわち、近代化が進み、合理的な
価値観が社会の中心を為すようになるにつれて、
人々や社会にとって宗教の役割が衰退していくと
いうものである。ところが 1980年頃より、宗教
の復活を想起させる現象が世界各地でみられるよ
うになった。例えば、1979年におきたイランの
イスラム革命や、アメリカでのプロテスタント保
守派である福音派の政治的影響力の強化（ブッシ
ュ政権時は特にそれが顕著だったと思われる）な
どが挙げられる。また、2001年の同時多発テロ
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事件に象徴されるような原理主義運動（ファンダ
メンタリズム）など宗教が関係するテロ事件が勃
発しており、日本でも 1995年にオウム真理教に
よる地下鉄サリン事件がおきるなど、現代は宗教
に関連した出来事が増加しており、宗教を抜きに
して世界の事象を語ることが困難になってきた。
かつては代表的な世俗化論者であったピーター・
バーガーは、近代化（modernization）の過程で、
宗教は社会的・個人的双方の側面において衰退す
ることが必然だという想定は間違いであり、現代
は今までにないほど猛烈に宗教的である（Berger

1999 : 2−3）と述べ、自らの議論を撤回してい
る。
ペンテコステ主義運動も、その例外ではない。

むしろ、現代において宗教の影響力の増加を顕著
に表している事象の 1つだと考える。現在世界中
で信者が増え続けており、特にアフリカやラテン
アメリカ地域においては凄まじい勢いで増加して
いる。世界キリスト教百科事典の著者バレットら
の統計によると、アフリカにおけるペンテコステ
派キリスト教徒数は、1970年代には約 1700万人
だったが、2000年代に入った頃には 1億 2000万
人を優に越えている。今後も増え続け、2050年
には更に 1億人以上が加わるという推測も出てい
る（Barrett et al 2001 : 13）。私が訪れたケニアを
みても、1970年代に 100万人弱だったが、2000

年代に入ってからは 800 万人（国民の約 30％）
を越える人々がペンテコステ派キリスト教徒にな
っている（ibid. : 426）。集会などに参加する信者
の約半数が 15歳から 25 歳という統計も出てお
り、若者にも支持されていることが分かる。ま
た、2006 年 6 月 20 日のイギリス経済誌 The

Economist に掲載された記事で興味深いものがあ
る。ナイロビ市内でアメリカ人黒人伝道師トーマ
ス・ジェイクス（通称 T. D. Jakes）によって行わ
れた伝導集会に、約 100万人のケニア人が集まっ
たという。これは、ケニア人の約 30人に 1人が
参加した計算になるが、政治的活動などに参加す
る人数よりもずっと多くの人々が参加している
（The Economist 2006 : 46）。

1−2．近代化とペンテコステ主義運動
私がケニアで出会ったペンテコステ派キリスト

教徒たちを見たかぎり、そしてそれらに関する資
料を読んだかぎり、彼らは非常に宗教心が強いと
いえる。毎日何度も祈りを捧げ、仲間とともに伝
道集会に参加し、「神」や「聖霊」という言葉を
1日に何度も口にする信者たちは、まさに脱世俗
化の傾向にあると考える。では、なぜ世俗化した
と思われてきた現代において、宗教が復活してい
るのだろうか。以下、特に途上国における脱世俗
化を考察した引用を 2つ挙げる。

「…社会の個人化が個人の宗教化をもたらし、
その結果、社会の再聖化や公共宗教の復興をも
たらすのだ…1970年前後から、近代化による
先進国の富の蓄積が環境破壊をもたらしたり、
大都市の中での新たな貧困や生活世界の破壊を
伴ったりすることが露になるにつれ、近代合理
主義が福音であり、近代化が善であるという信
念が、広い層の人びとによって疑われるように
なる。」（島薗 2007 : 278）

「発展途上地域において、近代化への危機と
開発の失敗によって宗教が全体的に政治化され
ている…またそれらの人々の中には、その人生
に意義や目的を見出すために、宗教に立ち返る
ことによって政治的、社会的、経済的失望に応
えようとするものも現れた。更に、近代生活に
おける精神面の欠如への抵抗感が表されるよう
になった…」（Thomas 2005 : 149−172）

これらの引用はどちらも、近代化に嫌悪感を抱
く人々が抵抗するべく、宗教に帰依する傾向があ
ることを述べているものである。しかし、ペンテ
コステ派キリスト教の台頭は、「脱世俗化」を表
している現象ではあるが、必ずしも近代化への抵
抗を行っているわけではないと考える。ペンテコ
ステ派キリスト教会の多くは、世俗化に抗して宗
教的権威を保つために「新生（born again）」（個
人の罪が赦され、聖霊によって新たに生まれ変わ

バプテズマ

ること＝聖霊の洗礼）の重要性を強調する一方
で、「進歩」や「近代化」を目指す目的合理主義
を掲げている（Hackett 1998）。後で述べるが、ア
フリカのペンテコステ派キリスト教の特徴として
「成功」や「繁栄」を得ることを重視する傾向が

October 2012 ― １２１ ―



ある。彼らの目指す「成功」や「繁栄」というも
のは、物質的成功のことを指すことが多く、例え
ば仕事、昇進、貯蓄などの獲得を意味している
（Gifford 2009 : 68−69）。ペンテコステ派キリスト
教は、宗教的権威を示しながらも、確実に資本主
義化を押し進めており、近代化を美徳としている
のである。アフリカのペンテコステ派キリスト教
によって、表面的にはイコールで結ばれないよう
な脱世俗化と近代化という 2つの事象が同時並行
しているようにみえる。人々は、それらの社会経
済的成功を得る手段としてペンテコステ派キリス
ト教へ入信しているのだろうか。ペンテコステ派
キリスト教がアフリカで興隆している要因などを
述べる前に、まずは、ペンテコステ派キリスト教
とは何かを、ペンテコステ派キリスト教について
の先行研究をもとに説明していく。

2．ペンテコステ派キリスト教とは

本章では、ペンテコステ派キリスト教の起源、
歴史、そして特徴について述べる。

2−1．ペンテコステ派キリスト教の発端と歴史
名称の由来である「ペンテコステ」は、五旬

節、聖霊降臨の日を意味している。旧約聖書で
は、「七週の祭り」（出エジプト 34 : 22、申命
16 : 10）、または「刈り入れの祭り」（出エジプ
ト 23 : 16）と呼ばれており、過越の祭から 50日
後に行われる祭である。ギリシャ語で 50番目と
いう意味の「ペンテーコストス」を語源として、
五旬節と呼ばれている。この祭はユダヤ教の三大
祭りの 1つであり、元々は、麦の初収穫を祝う祭
である。また、この日は神がモーゼに律法を授け
たことを記念する日でもある。ユダヤ教徒にとっ
て非常に特別な日であるが、キリスト教徒にとっ
ては、収穫感謝の意味はほとんど失われ、聖霊降
臨の日と認識されている（宇田ほか 1991 : 1131）。
その日の特別な様子が、新約聖書「使徒言行録」
第 2節には次のように記述されている。

五旬祭の日が来て、一同が一つになって集ま
っていると、突然、激しい風が吹いて来るよう
な音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に

響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれ
に現れ、一人一人の上にとどまった。すると、
一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるまま
に、ほかの国々の言葉で話しだした。（『聖書新
共同訳』「使徒言行録」第 2節：1−4）

ペンテコステ派キリスト教徒は新約聖書に記述
されている五旬祭の日の出来事に基づき、聖霊が
人々の下に降りてくる「聖霊降臨」を信じてい

バプテズマ

る。この経験を「聖霊による洗礼」（使徒 1 : 5）
と称し、あらゆる時代のキリスト教者に対して開
かれている神の恵みである、と説いている。また

バプテズマ

聖書に記述されている通り、聖霊の洗礼を受けた
証として、人々が理解できない言葉（異言）を語
り始めることを挙げている。ペンテコステ派キリ
スト教の起源は諸説あるようだが、最も有力なも
のとしては、20世紀初頭のアメリカにあるとさ
れている。1900年、カンザス州の牧師チャール
ズ・パーハムは、バイブル・スクールにて「異言
を語る」ことが聖霊によって洗礼されたことを示
す、と説いた。数々の都市で開いた集会には多く
の人が集まり、メディアにも度々取り上げられる
ほどだったという。翌年（1901）、パーハム自身
を含め、全校生徒のほとんどが異言を語り始め

バプテズマ

（聖霊の洗礼）、それはその後数日間続いたといわ
れている。1906年、パーハムの教え子であった
黒人伝道師ウィリアム・シーモアによって、カリ
フォルニア州ロサンゼルスでリバイバル運動（信
仰復興運動）が起こり、これが世界に広まる契機
になったとされている（宇田ほか 1991 : 1132−

1133）。
ペンテコステ派は、聖典への回帰（″Back to the

Bible”）を重要視する「聖典主義者」である。聖
書に記述されている様々な神の業（コリント I : 12

−14）を過去の出来事として留めておくものでは
なく、今日でも現実であるという立場をとり、聖
霊の働きを求めている。ローマ・カトリック教会
においても、プロテスタント教会においても、聖
霊論に関してはあまり重要視されていない。聖書
の記述は、原始教会の記録であるだけでなく、今
日の教会の規範であるべきなのに、今日では本来
の姿からかけ離れているのはなぜなのか、という
問いかけがペンテコステ派の原動力となってい
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る。既に述べたように、彼らは「聖霊」、「奇跡」、
「賜物」を重要視している。新約聖書「コリント
の信徒への手紙」第 12節には、「霊的な賜物」と
して「病気を癒す力」「奇跡を行う力」「預言する
力」「種々の異言を語る力」などの特殊な能力が、
聖霊によって授けられると記述されている。ペン
テコステ派の教理の要点は、①回心、②聖化、③

バプテズマ

聖霊の洗礼、の三段階であり、この段階を踏むこ
とによって、神の救いを実現することができると
いう。つまり彼らは、「人は犯した罪を告白して
回心すると、聖霊が降りて来て自身が聖化され、
更に聖霊によって洗礼を受けることで、神による
救いを得られる」（小泉 2007 : 271）と考えてい
る。

2−2．ペンテコステ主義運動の発展
バレットらによると、ペンテコステ主義（Pente-

costalism）には大きく分けて 3つの波がある（Bar-

rett et al 2001 : 20）。第 1の波は、これまで述べ
てきた 20世紀初頭に原点をもつ「ペンテコステ
派」であり、現在では「古典的ペンテコステ派
（Classical Pentecostalism）」と称されている。続く
第 2の波は、1950−1960年代から急速に広まった

バプテズマ

「カリスマ運動」である。聖霊の洗礼を受けたと
いう伝道師が主要派教会（ローマ・カトリック教
会、ギリシャ正教会）にも現れ始め、キリスト教
の「再生（renewal）」を主張した。そして第 3の
波は、1970年代以降に出現した「ネオ・ペンテ
コスタリズム（Neo-Pentecostalism）」である。こ
れまでの伝道活動とは異なり、よりダイナミック
な活動を展開していった。マスメディアの多用
や、メガ・チャーチ（会員 2000 人以上の教会）
での大規模な集会の開催など、大勢の人々を巻き
込みながらグローバルに活動が行われるようにな
った。現在、アフリカを含め世界各地でみられる
ペンテコステ主義運動は、このような伝道活動に
よって広まっているのである。
現在、アフリカで急増しているペンテコステ派
キリスト教徒の多くは、「ネオ・ペンテコスタリ
ズム」の影響を受けているのだと考える。実際に
2000年代に入ってからの調査によると、アフリ
カ全体のペンテコステ派キリスト教徒の内訳は、
古典的ペンテコステ派が 12％、カリスマ派が 25

％、そしてネオペンテコステ派が 63％ である
（Barrett et al 2001 : 21）。

図 1 ペンテコステ主義運動の 3つの波（Kay 2011 : 122）
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2−3．現代のペンテコステ主義運動の特徴
次に、現代のペンテコステ主義の特徴について
述べていく2）。第 1に、神からの「賜物」として
授けられたという「異言」、「奇跡」、「予言」、「癒
し」などの宗教的行為が挙げられる。なかでも、

バプテズマ

聖霊の洗礼を受けた証として発することができる
「異言」は、ペンテコステ派の際立った特色とし
て知られているが、信者の誰もが簡単に発するこ
とができるわけではない。むしろ、伝道集会で異
言を発する信者は稀であるという（小泉 2007 :

272）。従来のペンテコステ派、特に前章で示され
た第 1の波の時期の古典的ペンテコステ派は、異

バプテズマ

言を発することができてこそ真の聖霊の洗礼を受
けたことになる、すなわち異言を伴わない聖霊の
バプテズマ

洗礼はあり得ないという立場をとる。そして、
バプテズマ

異言を伴う聖霊の洗礼を受けた者こそ、奇跡や予
言などの霊的体験をすることができるのだ、と認
識している。しかし、現代のペンテコステ主義運
動では、異言はさほど重要視されていない。それ

バプテズマ

は、「霊的な賜物」の現れを聖霊の洗礼の証とし
て捉えていることにある。「病気を治すことがで
きる」、「奇跡を起こすことができる」、「予言する
ことができる」といった能力と同列に「異言を話
すことができる」という能力を並べているのだ。
従来のペンテコステ派の主張によると、聖霊の
バプテズマ

洗礼にともなう異言の必然性は聖書に記されて
バプテズマ

いる事実だが、「賜物」が聖霊の洗礼の証である
といった内容は、聖書には一切記されていない。
現代のペンテコステ主義運動はリバイバル運動
（信仰復興運動）として広まっており、聖典回帰
主義であった従来のペンテコステ派からは、変化
していることが分かる。

第 2の特徴として、伝道活動の方法が挙げられ
る。歴史的に、国教を越えたグローバルな宣教は
盛んに行われてきたが、ペンテコステ主義運動の
伝道活動はグローバルかつ非常にダイナミックな
ものである。巨大なドームや野球場などのスタジ
アムで、カリスマ伝道師（聖霊による奇跡や予言
をする力を持っているとされる）による伝道集会

が頻繁に行われ、「教会」という場にこだわらな
い伝道活動が広がっている。そこでは、アメリカ
人伝道師が、アフリカで集会を開いたり、その逆
に、アフリカ人伝道師がアメリカで集会を開いた
りと、相互に協力し合いながら伝道活動を行って
いるのである。日本でも、リバイバル運動（信仰
復興運動）として活動している「全日本リバイバ
ルミッション」という団体が主催した伝道集会
が、阪神甲子園球場や日本武道館などの大きなス
タジアムで行われたことがある（全日本リバイバ
ルミッション）。この団体は、ペンテコステ派で
はなく福音派が中心となっているようだが、伝道
方法は非常に類似している。また、現代ペンテコ
ステ主義運動の伝道方法の特徴には、マスメディ
アを巧みに利用している点も挙げられる。伝道集
会では、カリスマ伝道師の著書や写真、そして伝
道集会の様子を収録したカセットテープ、CD、
ビデオ、DVD の販売などを行っている。更に、
ラジオやテレビへの出演（televangelism）によっ
て、不特定多数の人々に対して、広く伝道活動を
展開している。ガーナとナイジェリアのペンテコ
ステ派教会によるマスメディアの利用を調査した
ハケットによると、ペンテコステ派教会が利用し
ている様々なメディアは信者によって消費される
大衆文化の一つであり、宗教的な公共空間として
機能している（Hackett 1998）。

第 3の特徴として、聖霊や霊魂のような霊的な
力の重視が挙げられる。それは、キリスト教の原
理とされているものであり、現代のペンテコステ
主義運動に限ったものではない。ただ、現代のペ
ンテコステ主義者の場合、聖霊の存在を崇めると
いうよりも、悪魔や悪霊の存在を強調する傾向が
ある。例えば、ペンテコステ派キリスト教会の伝
道師は“Spirit of Poverty（貧困の精霊、悪霊）”
の存在を強調する。やはり、アフリカの人々の関
心は貧困に集まることが多く、この霊的イディオ
ムはしばしば使われる。信者が貧困であり続ける
要因は、“Spirit of Poverty”の存在の所為である
ため、それを追い払う必要性があると説く（Max-

─────────────────────────────────────────────────────
２）記述した特徴が現代のペンテコステ主義運動には共通してみられるが、もちろんそれぞれの細かい活動形態など
に着目していくと様々な違いをみることができるだろう。
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well 1998 : 357−358）。この説教は、私自身もナ
イロビのペンテコステ派教会で目にしたことがあ
り、まさに“Spirit of Poverty”を追放するために
信者が祈りを唱えていた。まず、教会をサッカー
スタジアムに見立て、信者の全員が審判となり、
赤色のカードを持つように指示される。いわゆ
る、サッカーの試合で審判が選手に退場を命じる
ときに示す「レッドカード」である。そして、
“Spirit of Poverty”はその試合の邪魔をする悪霊
であり、レッドカードを示して退場させなければ
ならない、というコンセプトである。伝道師は、
経済的な貧困のみならず、自分の周りに起こる不
幸な出来事は全てこの“Spirit of Poverty”の仕業
であるため、全員が祈り、排除すべきだというこ
とを強調するのだ。この様子はほんの一例に過ぎ
ないが、現代のペンテコステ主義運動は、人々を
苦しめる不幸などは悪魔や悪霊の仕業であるとい
う一定の世界観を持っている。そして信者は、そ
れらを敵視し、立ち向かい、そして追い出すこと
ができるのが、ペンテコステ派キリスト教である
と認識しているのだ。

以上のような特徴を現代のペンテコステ主義運
動に共通してみることができるが、序章でも述べ
たように、この運動がアフリカで興隆していると
いうことも、共通点の 1 つとみなすことができ
る。次に、なぜペンテコステ主義運動がアフリカ
で隆盛を極めることになったのか、その要因をみ
ていく。

3．アフリカにおけるペンテコステ主義運
動興隆の要因

3−1．アフリカの伝統的世界観とペンテコステ主
義運動

なぜアフリカでは、ペンテコステ派キリスト教
がこのような状況にあるのだろうか。代表的な見
方として、「2−3 現代のペンテコステ主義運動
の特徴」でも述べているが、聖霊を重んじる教理
がアフリカの伝統的世界観と類似していることが
挙げられる。キリスト教伝来以前のアフリカ宗教

世界において、「精霊」は全ての出来事やモノに
宿っていると見なされており、因果律は主に霊的
な領域のなかで解釈されていた（Gifford 2009 :

61）。人々の日常生活の中で起こる出来事、例え
ば農作物の収穫状況、天候、人の生死に至るま
で、あらゆる事象は精霊という超自然的存在によ
ってもたらされるものだと考えられてきたのだ。
現代のペンテコステ派キリスト教は、霊的存在に
親しみを感じる人々に受け入れられやすく、多く
の共感を得たのだろう。ただ、最大の理由が、こ
の伝統社会との世界観の共有とは考えにくい。も
ちろん、大きな理由の 1つと考えられるが、他に
現代のアフリカ社会に何か要因を見出すことがで
きるのではないだろうかという疑問が生まれる。
そのために、どのような状況で「ペンテコステ
派」キリスト教が生まれたのか、その発祥地であ
るアメリカの当時の社会状態をみていこうと思
う。

3−2．アメリカ社会のアノミー
20世紀初頭に起源をもつペンテコステ主義運

動は、アメリカ中西部のカンザス州で誕生し、そ
の後テキサス州やロサンゼルスへと広がっていっ
たといわれている。この時期のアメリカの諸都市
は急速な発展の真っ直中にあり、19世紀半ばに
起こった産業革命以降、いわゆる「アメリカン・
ドリーム」を目指した地方出身者やヨーロッパか
らの移民が溢れ、彼らの多くは事業の成功、金儲
け、社会的地位の向上などを期待していた。しか
しながら、富を追い求め、高い地位の獲得を目指
す機会はあっても、誰もが成功できるわけではな
い。多くの人々の夢や希望といったものは現実に
なることはなく、打ち砕かれていったのである。
更に、地方から大都市へ移転してきた人々にとっ
ては、これまでのような共同体的な結びつきを失
うことはより痛切であった。都市部では、人々は
流動的であり、人間関係は浅く、かつては一般に
承認されていた慣習や伝統もなかった。このよう
なアメリカ都市部の状況は、アノミーとして説明
することができる。
本節では主に、E. デュルケムのアノミー概念3）

─────────────────────────────────────────────────────
３）デュルケムのアノミー概念は、個人や集団相互の関係を規制していた社会的規範の動揺、衰退、崩壊などによ�
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を引き継いだ、アメリカの社会学者 R. K. マート
ンのそれを用いて述べていく。マートンは、特に
アメリカ社会を例に挙げてアノミー概念を展開し
た。著書『社会理論と社会構造』の中で、アメリ
カ文化は「一定の成功目標が非常に強調される反
面、これと同様に制度的手段が強調されない極端
な類型に近いもの」（Merton 1973 : 125）と論じ
ている。つまり、目標は非常に強調され、手段は
あまり強調されないという不均衡が存在し続ける
と、制度的手段に関する規範が衰退し、アノミー
が発生するというのだ。その目標とは、神聖化さ
れている富や金銭などの獲得であり、更にそれら
を得ることによって確立する社会的地位を意味す
る。そのような成功は誰でも手に入れることがで
きるわけではないが、周囲（家族、学校、メディ
アなど）からは、大望をいつまでも保持させよう
とする不断の圧力が加えられる。マートンによる
と、アメリカ社会は、人々に目標の保持を強調す
ると同時に、その目標を断念することの屈辱さを
強調している。

アメリカ文化は、三つの文化理論の承認を命
じている。すなわち、第一に、同じ高遠な目標
に向って努力せねばならない。第二に、現在失
敗だと思われているものも、最後の成功にいた
る中間駅であるにすぎない。第三に、真の失敗
とは、大望を手加減したり引っ込めたりするこ
とにほかならない。（ibid. : 128−129）

しかしながら、それらの目標を実現するための
具体的な手段はほとんど提供されない。特に下層
社会に属す人々は、合法的な目標達成の手段を手
に入れる機会がほとんどないため、禁止された手

段を使ってでも実現しようとするがゆえに逸脱行
為を引き起こす。まさにマートンの説いたアノミ
ー論は、ペンテコステ派キリスト教が現出してき
た頃の、アメリカ社会の状況を示していると考え
られる。

3−3．アフリカ社会のアノミー
私が注目する現代のサハラ砂漠以南のアフリカ
社会は、19世紀初頭のアメリカでペンテコステ
派キリスト教が発生した状況と同様に、アノミー
状態であるがゆえにペンテコステ派キリスト教が
増加の一途をたどっていると考える。ほとんどの
アフリカ諸国は 19世紀末のヨーロッパ諸国によ
る植民地支配を受け、「文明化」の名の下でアフ
リカの西洋化が始まった。1950年代から 1960年
代にかけて、多くのアフリカ諸国は植民地支配か
らの独立を果たしたものの、西洋化の勢いは今な
お衰えることなく進んでいる。1980年代に入っ
てからは、途上国に対して IMF（国際通貨基金）
や世界銀行による構造調整プログラム4）が推進さ
れるようになり、アフリカも例外ではなかった。
その結果、雇用や所得の減少、失業率の増加、商
品価格の上昇などの経済問題をはじめ、教育や保
健サービスの水準も低下した、との報告が出され
ている（UNICEF 1987 : 2−4）。伝統的な社会を
保ってきたアフリカは、植民地化による西洋文化
の流入によって、破壊的な文化接触を受けること
となった。また、近代化が急速に進み、更に都市
化、資本主義化と次々に押し寄せる異文化の波に
さらわれたアフリカ社会は、まさにアノミー状態
にあるといえるのである。
アメリカでペンテコステ派キリスト教が誕生し
発展した時のように、現代アフリカでは貧困や失

─────────────────────────────────────────────────────
� って生じる混沌状態、社会成員の欲求や行為の無規制状態を示す。デュルケムは 2つの用法でアノミーを概念化
している。まず『社会分業論』（1893）では、産業化された社会での伝統的価値や、社会的基準の喪失、社会的
紐帯の崩壊などによって、社会の秩序が不安定な状態になることを表している。次に『自殺論』（1897）では、
欲求を規制するような道徳的規範の弱体化、逆に欲求を過度に刺激し肥大化させる市場経済などによって、人々
の欲求が無制限にふくれあがり、その満たされない欲求が人々をアノミー的自殺に追いやると説いた。（丸山
2005、日本社会学会 2010）

４）構造調整プログラムは、累積債務問題に対処するために、世界銀行と国際通貨基金（IMF）によって、途上国政
府の財政や産業政策に条件をつけ返済を保証するプログラムである。通常、歳出のきりつめ、通貨の切り下げに
よる輸出競争力の強化と輸入の抑制、輸出産業の復興、金融の自由化、国営企業の民営化などが求められる。市
場のメカニズムを利用して輸出を増やし、返済を可能にするプログラムだが、通貨の切り下げは輸入品の金額を
上げ、補助金の削減とともに貧困層の生活へ大きなダメージを与えた。（朽木 2003）

社 会 学 部 紀 要 第115号― １２６ ―



業率の増加をはじめとする厳しい状況のなか、不
幸からの脱却や共同体の維持などといった理由で
ペンテコステ派キリスト教に帰依し、安堵感を得
る人は多いと考えられる。ただ、ペンテコステ派
キリスト教は「成功」や「繁栄」などといった物
的欲求の獲得を非常に強調する。果たして、現在
のアフリカの厳しい状況下において皆がそのよう
な目標を達成することができるのだろうか。アノ
ミー状態に陥った人々が、そこからの脱却のため
にペンテコステ派キリスト教徒になり、そこでは
「成功」や「繁栄」などの目標のみが異常に強調
されている。そして、その目標を達成するために
伝道師が説くことは、祈ることと、不幸の原因と
される悪霊の所為にすることだけである。神に祈
りを捧げ、悪霊を糾弾することによって「成功」
や「繁栄」を手にすることができる、という認識
を彼らが実際に持っているか否かは定かではない
が、ペンテコステ派キリスト教信者になること
で、なんらかの期待感は膨らむことであろう。し
かし、ほとんどのアフリカ諸国の現状をみる限
り、彼らの夢や目標は実現できるような状況には
ない。信者は伝道師のメッセージに夢を膨らませ
るが、実際にはその目標を達成することができな
いのが実情なのである。この状況は先に述べた、
マートンが挙げたアメリカ文化の「目標を保持さ
せるための不断の圧力」と類似している。現在ア
フリカ大陸全体で急速に勢力を増しているペンテ
コステ派教会、ウィナーズ・チャペル（Winners’

Chapel）の調査を行ったギフォードによると、伝
道師は目標達成が困難な信者に対して次のような
教えを説いている。

2007年の元旦、ナイロビのウィナーズ・チ
ャペルでは、会衆に対して車や家の窓に貼るス
テッカーを購入するように呼びかけがなされ
た。また、車や家を所有してはいないがそれら
を 1年以内に入手したいと思う者についても、
やはりステッカーを教会で購入して、毎日それ
に対して祈祷するようにとの指示が出された。
さらには、「もし、10 台の車が欲しいなら 10

枚のステッカーを買い、毎日それらに対して祈
りなさい」というメッセージさえ語られたので
ある。ナイロビのウィナーズ・チャペルはアフ

リカ最大のスラムといわれるキベラの端に位置
しており、同教会に通うほとんどの人々には、
2007年末までに 10台どころか 1台の車さえも
入手できないことは自明であった。（Gifford

2009 : 73−74）

このように、ほとんどのペンテコステ派キリス
ト教徒にとって「車や家を所有する」という目標
は達成困難であるにもかかわらず、車や家を購入
する手段として信者に与えられているのは「ステ
ッカーの購入」と「祈り」のみである。そして、
伝道師の教えに忠実に従ったとしても、車や家を
獲得できるチャンスはほとんど無い。この状況
は、第 2の新たなアノミーを引き起こすのではな
いだろうか。植民地化以降の近代化や資本主義化
によってもたらされた貧困や失業などのアノミー
状況から脱出するために、ペンテコステ派キリス
ト教徒に入信したはずの信者は、そこでもまた達
成困難な目標と手段の不均衡によってアノミー状
態に陥ることになる。結局何をしても成功できな
いと、更に絶望するのではないか。そして信者
は、教会や伝道師からの圧力により、逸脱行為や
教会の否定を行う可能性が考えられる。しかし、
それでもなおペンテコステ派キリスト教は拡大し
続けている。
それは、ペンテコステ派キリスト教徒になるこ
とでは貧困から脱却することは不可能である、と
いうことを信者ら自身が理解していることに起因
しているのかもしれない。植民地化後の社会変動
にともない勃発したあらゆる諸問題を、ペンテコ
ステ派キリスト教によって正当化し、何らかの意
味付けをしようとしているのではないか。様々な
困難や問題があるが、それらを「悪霊」や「悪
魔」の仕業とすることで解決しようとしているの
ではないか。彼らは、第 1のアノミーから脱却す
るためではなく、アノミーの原因となっているも
のを説明するためにペンテコステ派キリスト教に
帰依しているとも考えることができる。元々ペン
テコステ派キリスト教は、発祥の地であるアメリ
カの都市部をはじめアフリカやラテンアメリカ社
会などの、恒久的な貧困や生活不安などが蔓延す
るアノミー状態を背景とする宗派であった。アノ
ミー状態から脱出するというよりは、アノミー状
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態を正当化するため、個人的な不安定状態を納得
させるためにペンテコステ派キリスト教を利用し
ているように思える。アノミー状態にある地域で
ペンテコステ派キリスト教は急増すると仮定する
と、アフリカでペンテコステ派キリスト教が人々
を魅了してきた／しているのは、アノミー状態が
その大きな要因であるからだといえよう。
しかし、果たしてそのようなアノミー状態を、

現在のままにしていていいのだろうか。アフリカ
では、いまなお多くの人々が極度の貧困状態にあ
るし、人間開発指数も図抜けて低い。ただ、ペン
テコステ派キリスト教は近代化を押し進める傾向
があることを述べたように、アフリカの成長を阻
止する原因になるとは思えない。一方で、ペンテ
コステ派キリスト教は、社会的経済的不安、貧
困、病気などの原因をどこか不透明に概念づけ、
逃避しているようにみえる。次に、このようなペ
ンテコステ派キリスト教がアフリカに与える影響
を述べていく。

4．アフリカを動かすペンテコステ派キリ
スト教

ペンテコステ派キリスト教は、アフリカに何を
もたらすのだろうか。まず、宗教がアフリカをは
じめ発展途上地域にどのような影響があるとみな
されているかをみた後、ペンテコステ派キリスト
教の今後について述べていく。

4−1．宗教と発展途上地域
特定の宗教に関わりなく発展途上地域において
宗教が興隆していることは、様々な文献で確認す
ることができる。その要因として主に、物的成功
や将来性がないために、埋め合わせとなり得る宗
教に帰依しているということが挙げられている
（Berger 1999, Haynes 2007）。また、発展途上地域
における極貧の人々のなかには、自らのアイデン
ティティの確立に際して、信仰を必要不可欠な要
素だとする者も多く存在する。宗教的信仰によっ
て何かしらの精神的安らぎを得ることができるた
め、信仰がなければ生きている意味がないと感じ
る。まさに、宗教は満足感や幸福感といった人間
に直接的に結びつく重要な役割を担っているとい

うのだ（Sen 2000）。更に、21世紀に入ってまも
なく世界銀行が行った「貧者の声（Voices of the

Poor）」という研究は、自分でも貧しいと自覚し
ており、また周囲の人からも窮乏であると判断さ
れた 60カ国の 6万人以上の人々が、何を幸せと
感じるかという声を集めたものである。そこでは
多くの人々は、宗教儀式などの精神的な営みによ
る調和（harmony）を幸福の要因とした（Narayan

et al. 2000）。ただ、宗教を信仰することによって
幸福感を得たり、アイデンティティの確立が行わ
れていたりはしても、発展途上地域の極度の貧困
状況や経済的格差など、取り組むべき課題は数多
くある。ロンドン・メトロポリタン大学の宗教・
紛争・協力センター（The Centre of Religion, Con-

flicts and Cooperation）所長ジェフリー・ハイン
ズによると、これまでは経済、政治、開発などの
諸分野から排除されてきた宗教の重要性は認識さ
れつつあり、また宗教を介して開発を進めること
の可能性が大いにある（Haynes 2010 : 85−100）。

4−2．ペンテコステ派キリスト教への期待と不安
ペンテコステ派キリスト教会もその一例であ

り、信者たちはアノミー状態からの回避、自身ら
のおかれた状況に対する意味づけとして、信仰を
重要なものとしてみなしている。厳しい状況のな
かで生活するために、ペンテコステ派キリスト教
に帰依することは不可欠なのである。更に、宗教
社会学者のデイヴィッド・マーティンは、宗教が
「開発」分野における重要性を発揮するというハ
インズの立場に依拠しながら、ペンテコステ派キ
リスト教は多くの貢献をしていると主張する。

ジェンダー、世俗法、トランスナショナリズ
ム、ボランタリズム、多元主義、民主主義、核
家族、平和主義、個人作業の規律、消費、現代
的なコミュニケーション、社会的・地理的流動
性などの様々な分野で近代化と積極的に関わっ
ている。（Martin 2005 : 144）

つまりペンテコステ派キリスト教会は、グロー
バル化が進む世界にアフリカを融合するために重
要なあらゆる要素を包含する役割を担っている、
ということである。例えばジェンダーに関してい
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えば、アフリカではこれまで女性が権力を持つこ
とはあまり認められなかった一方で、ペンテコス
テ派キリスト教会では、女性の伝道師も多くみら
れる（Maxwell 1998 : 355−356）。これらの分野
を、ペンテコステ派キリスト教という人々に近い
存在である組織が担うことは、非常に意義があ
る。
また、ペンテコステ派キリスト教は聖書を重視
しているため、聖書を読み書きすることの重要性
を強調している。聖書やペンテコステ派キリスト
教に関する雑誌や著書を読まざるを得ない状況に
なるため、識字能力の向上を期待することができ
る。更に、結婚生活での不貞は論外であり、喫煙
や飲酒は非常に罪深い行為とみなされている。こ
れらの規律を守ることによって、夫がこれまで煙
草、酒、ドラッグ、売春などに使っていたお金
を、家庭に向けるようになり、子供への教育費や
貯金に充てるようになったという調査結果も出て
いる（ibid. : 353）。家庭内で金銭を使うことが最
も多い男性が禁欲的になることで、家計の経済状
況が向上する可能性もある。また、両親が教育へ
の関心を持つことは、子供の就学率の上昇に期待
できるだろう。このように、ペンテコステ派キリ
スト教は、近代化の一助となるのみならず、より
よい生活状況を確保するための開発にもつながる
ことが期待できる。

しかし、その一方でペンテコステ派キリスト教
は、楽観視できない要素も抱えている。それは、
前章でも述べたように、貧困や社会経済的不安の
原因を曖昧に解釈していることにある。現在、ア
フリカ各地に広まりつつあるブラジル生まれのペ
ンテコステ派教会「神の国ユニバーサル教会（Uni-

versal Church of the Kingdom of God）」のジンバ
ブエ教会を調査したギフォードはこのように述べ
ている。

生活のあらゆる分野で悪霊、悪魔、霊的な力
が作用し、それらが全ての災禍の原因とみなさ
れていた。霊と妖術が、病気、窮乏、貧困、飢
え、不幸、失業、さらには HIV/AIDS の原因
とされていたのである。そこでは、問題への対
処法は構造的な欠陥の考察や政治的な改革の実

施ではなく、HIV/AIDS のような病気の場合で
さえ、よりよいヘルスケアや医療の提供とはな
らない。すべての問題解決は、その根本原因と
なっている悪しき霊の診断と聖職者による悪霊
祓いに帰結してしまうのである。（Gifford 2009 :

58）

実際問題として、上記のようなアフリカの諸問
題である病気、貧困、失業などの根本的な原因
は、政治的腐敗や医療サービスの不足などであ
り、決して「悪魔」や「悪霊」だけに起因するも
のではないことは明らかである。世界銀行による
2010年の報告書では、公務員によって提供され
るべきサービスが国民に行き渡っていないこと
や、教員が勤務時間の 15～20％の時間を仕事以
外に費やしていることなどが問題視されている。
また、診察設備の不備や薬剤の横領、医療従事者
の不在などにより、救えることが可能な命が落と
されている事態も発生している（World Bank

2010）。このような構造的・制度的欠陥が存在し
ているにもかかわらず、批判の矛先は国家、政治
家、政策などに向けられてはいない。ペンテコス
テ派キリスト教の伝道師は、全ての諸悪の根源を
悪霊や悪魔といった問題に集約し、個人的な道徳
性のみを強調することで解決しようとする。目を
向けるべき問題に取り組まなければ、アノミー状
態に包含される諸問題は解決不可能だろう。この
点を考えると、ペンテコステ派キリスト教の興隆
によって、アフリカの人々はアノミー状態に拘束
され続けるのではないかと懸念してしまう。

おわりに

今後、アフリカにおいてペンテコステ派キリス
ト教はどのように展開していくのだろうか。「4−

1 宗教と発展途上地域」で述べたように、宗教
は発展途上地域において、人々から不安感を取り
除き、癒しを与える存在となり得る。その点に関
しては、ペンテコステ派キリスト教は非常に重要
な役割を果たすことができるだろう。ただ、諸悪
の根源を全て悪霊や悪魔の仕業とみなし、根本的
問題を追求しない姿勢をとり続けることには強い
不安を感じる。そして、伝道師が説く「繁栄」と
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「成功」という目標の強調からは、ペンテコステ
派キリスト教が「宗教」という枠組みを越え、形
を変えていくことすら懸念される。伝道師は、信
者の目標を促すというよりは、彼ら自身のそれを
獲得するために「繁栄」や「成功」を強調してい
るのではないだろうか。聖書に忠実に従うという
ペンテコステ派キリスト教徒の伝道師は、布教の
場では、聖書の「からし種の信仰」（マタイ 13 :

31−32）5）の実践を説く。それは、豊作を得るには
種まきから始めなければならないということを述
べているもので、つまり、信者たちが「繁栄」や
「成功」などの大きな目標を達成するには教会に
献金しなければならないということを意味してい
る。ケニアの Maximum Miracle Centre の伝道師
は、「もし富を得たいなら、唯一の秘訣は与える
ことです」「収入の 10分の 1を捧げるならば、あ
なたの金銭的な扉は開かれるでしょう。もし捧げ
ないならば、閉じられたままでしょう」という教
えを説いている（Gifford（2009）の論文による）。
信者からの捧げ物に対する報酬として、神や聖霊
からの祝福を強調することは、社会的に悪用され
やすく、実際に教会の指導者らによる横領事件は
頻繁に起こっている（Gifford 2009 : 75）。ペンテ
コステ派キリスト教が産業化することに対する嫌
悪感がアフリカ全体に広まりつつあることも指摘
されている（ibid. : 76）。ペンテコステ派教会は、
アフリカの人々の豊かな生活を助長する側面を持
ちつつ、逆にアフリカの発展を妨げる要素も大い
に孕んでいるのだ。
「はじめに」でも述べたように、世界全体で人
口の爆発的増加が進んでいる。グローバル化が進
行する中で、その大半を占める発展途上地域や、
これからも人口の急増が予測されているアフリカ
の現状とはどのようなものだろうか。そこでは、
救えるはずの命が救われなかったり、受けられる
はずの教育が受けられなかったり、1日 1ドル未
満で生活する人々が大勢いることは、どこかもど
かしい。その状況からの脱却する、または自身の
生きる意義を見出すための手段としてしばしば使

用される宗教は、人間にとって重要な意義がある
ように思える。非常に流動的な地域であるアフリ
カ、また人口増加とともに勢力を増すペンテコス
テ派キリスト教を、今後も注視し続ける必要があ
るだろう。
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